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１．概　　説

■施策の展開

１．自立支援の充実

○障害者が社会の一員として、安心して暮らし続けることができるよう相談支援体

制を充実します。

○様々な機関の連携により、障害児の成長段階に応じた継続的な支援ができる体制

　を整えます。

○障害者の地域における自立生活を支援するため、ホームヘルプサービスなどの日

　常生活支援を行います。

○障害者地域自立支援協議会などを通じて、保健・医療・福祉・教育・労働などの

　分野が連携し、障害者とその家族を支援する体制の充実に努めます。

○「障害のある人もない人も共に安心して暮らせる八王子づくり条例」を広く周知

　し、障害への理解を深めるための取組をすすめます。あわせて、障害者の虐待防

止への取組もすすめます。

２．社会参加の促進

○障害者が健常者とともに地域活動に参加できる環境づくりをすすめます。

○関係機関と連携し、障害者の雇用機会の拡大と就労の定着に向けた取組を行いま

す。

○障害者の生涯学習・生涯スポーツの機会を促進するため、講座や講習についての

　情報提供を行うとともに、障害者が参加しやすい環境づくりをすすめます。

　市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進

み、かつ、重度の障害者も増えつつある。

　一方、障害者の自立と社会参加への自覚が高まり、また、身近な地域社会で生活していく

ことを願う障害者が増えている。

　本市では、このような状況を踏まえ、障害者が住み慣れた地域社会で安心して生活できる

ように在宅福祉サービスを充実するとともに、障害者の自立と社会参加を促進するための各

種事業をすすめてきた。

　今後も、障害者とその家族が地域住民とともに支えあいながら住み慣れた地域で活き活き

と暮らしていけるよう、下記の施策を展開していく。

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。   説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  
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２．障害者

（１）身体障害者手帳･愛の手帳（知的障害者）所持者数

（各年度４月１日現在）単位：人

 年　度

 区　分

（２）精神障害者保健福祉手帳所持者数

※２年ごとに申請 （各年度４月１日現在）単位：人

 年　度

 区　分

（３）障害別身体障害者手帳所持者数

（各年度４月１日現在）単位：人

 年　度

 区　分

※構成比（％）

※ 100.0 100.0 100.0

合 計 14,992 15,227 15,417

※ 30.2 30.8 30.9

内 部 4,526 4,692 4,767

※ 50.6 50.5 50.7

肢 体 7,590 7,691 7,814

※ 1.1 1.1 1.1

言 語 160 165 173

※ 10.5 10.2 10.2

聴 覚 1,575 1,559 1,565

※ 7.6 7.4 7.1

視 覚 1,141 1,120 1,098

精 神 障 害 者 3,168 3,538 3,648

２４ ２５ ２６

指 数 比 較 101.9 102.1 101.6

２４ ２５ ２６

知 的 障 害 者 3,491 3,648 3,756

合 計 18,483 18,875 19,173

２４ ２５ ２６

身 体 障 害 者 14,992 15,227 15,417

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  
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（４）等級･障害別身体障害者手帳所持者数

（各年度４月１日現在）単位：人

 年　度

 区　分

計 898 886 894

合 計 14,992 15,227 15,417

肢 体 301 304 313

内 部 0 0 0

501 489 488

言 語 0 0 0

計 785 794 789

６
　
　
級

視 覚 96 93 93

聴 覚

肢 体 608 623 618

内 部 0 0 0

3 3 3

言 語 0 0 0

計 3,377 3,469 3,620

５
　
　
級

視 覚 174 168 168

聴 覚

肢 体 1,896 1,978 2,094

内 部 963 980 1,013

378 378 381

言 語 53 52 56

計 2,295 2,299 2,314

４
　
　
級

視 覚 87 81 76

聴 覚

肢 体 1,390 1,426 1,448

内 部 550 533 516

183 172 173

言 語 97 100 105

計 2,504 2,499 2,470

３
　
　
級

視 覚 75 68 72

聴 覚

肢 体 1,699 1,693 1,674

内 部 64 58 56

403 412 415

言 語 8 12 11

計 5,133 5,280 5,330

２
　
　
級

視 覚 330 324 314

聴 覚

肢 体 1,696 1,667 1,667

内 部 2,949 3,121 3,182

105 105

言 語 2 1 1

２４ ２５ ２６

１
　
　
級

視 覚 379 386 375

聴 覚 107

53



（５）等級別身体障害者指数
（各年度４月１日現在）単位：人

 年　度
 区　分

（６）等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数 ※２年ごとに更新

（各年度４月１日現在）単位：人

 年　度
 区　分

（７）身体障害者施設別在籍者数･措置費・支援費及び障害者福祉サービス費

年　度

区　分

（千円）
金 額 25,059 0

在
　
　
籍
　
　
者
　
　
数
　
　
（

人
）

肢 体 不 自 由 者
12 0

重 度 身 体 障 害 者
‐ ‐

授 産 施 設

合 計 29 0

身 体 障 害 者
11 0

授 産 施 設

重 度 身 体 障 害 者
‐ ‐

更 生 援 護 施 設

内 部 障 害 者
0 0

更 生 施 設

身 体 障 害 者
6 0

療 護 施 設

更 生 施 設

視 覚 不 自 由 者
0 0

更 生 施 設
聴 覚 ･ 言 語 障 害 者

0 0
更 生 施 設

合 計 3,168 3,538 3,648

２３ ２４

２ 級 1,829 2,000 2,076

３ 級 950 1,140 1,179

２４ ２５ ２６

１ 級 389 398 393

６ 級 100.8 98.6 100.9

合 計 101.3 101.5 101.2

４ 級 103.4 102.7 104.3

５ 級 99.2 101.1 99.3

２ 級 99.2 99.8 98.8

３ 級 100.9 100.1 100.6

２４ ２５ ２６

１ 級 101.5 102.8 100.9

※１．各年度４月１日現在在籍者数。 

※１．各年度４月１日現在在籍者数。 

 ２．平成15年度から支援費制度により利用者負担額を控除して計上。 

   重度施設の区分けを廃止。 

 ３．金額は更生訓練費を含む。 

※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 
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（８）身体障害者更生援護施設数

単位：施設

 年　度

 区　分

（９）度数別愛の手帳所持者数

（各年度４月１日現在）単位：人

 年　度

 区　分

指 数 100.0 104.5 103.0

合
　
　
計

人 数 3,491 3,648 3,756

内
　
訳

児　童 1,000 1,042 1,062

成　人 2,491 2,606 2,694

児　童 530 550 546

成　人 1,003 1,092 1,156

成　人 685 691 702

４
　
　
度

人 数 1,533 1,642 1,702

内
　
訳

３
　
　
度

人 数 919 945 976

内
　
訳

児　童 234 254 274

内
　
訳

児　童 212 218 216

成　人 697 714 723

26

成　人 106 109 113

２
　
　
度

人 数 909 932 939

２６

１
　
　
度

人 数 130 129 139

内
　
訳

児　童 24 20

２３ ２４

施 設 数 17 0

２４ ２５

※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。 
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単位：人・千円
年　度

区　分

（千円）

（１１） 知的障害者更生援護施設数
単位：施設

 年　度

 区　分

（１２） 障害者支援施設利用人数及び障害福祉サービス費（施設）

 年　度
 区　分

生活介護

療養介護

施設入所支援

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

自立訓練（宿泊）

就労移行支援

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

4,821,613合　　　計 2211 3,103,018 2740 4,420,800 2921

772 649,229 952 945,152 1002 1,045,348

6 6,547 13 9,726 44 32,363

140 144,021 153 138,601 153 161,363

3 1,467 18 15,923 23 20,929

53 24,629 93 66,194 105 61,593

3 2,063 3 2,610 3 1,684

320 355,783 384 466,681 384 479,187

2 5,073 40 114,109 42 127,305

912 1,914,206 1084 2,661,804 1165 2,891,841

実利用
人数

金額
(千円)

実利用
人数

金額
(千円)

実利用
人数

金額
(千円)

施 設 数 122 0

２３ ２４ ２５

金　　　　　額
776,483 686,851 1,011,387

※１．各年度４月１日現在在籍者数。
　２．平成15年度から支援費制度により利用者負担額を控除して計上。

２３ ２４

グループホーム等 246 260 339

合 計 383 260 339

知 的 障 害 者
13 ―　　 ―　　

授産施設（通所）

通 勤 寮 11 ―　　 ―　　

知 的 障 害 者
0 ―　　 ―　　

更生施設（通所）

知 的 障 害 者
6 ―　　 ―　　

授産施設（入所）

（１０）グループホーム等入居者数

２３ ２４ ２５

在
　
　
籍
　
　
者
　
　
数
　
　
（

人
）

知 的 障 害 者
107 ―　　 ―　　

更生施設（入所）

※１．各年度４月１日現在在籍者数。  １．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。  １．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。  １．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。  １．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。  １．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。  １．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。  １．各年度４月１日現在在籍者数。 ※１．各年度４月１日現在在籍者数。  １．各年度４月１日現在在籍者数。 
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３．障害者相談

（１）福祉事務所における身体障害者（児）相談指導状況

単位：件

年　度

区　分

（２）福祉事務所における知的障害者（児）相談指導状況

単位：件

 年　度

 区　分

※他機関―東京都心身障害者福祉センター・児童相談所等

そ の 他 0 0 0

取 扱 件 数 計 79 87 95

教 育 0 0 0

他機関との連絡 0 0 0

医 療 保 健 0 0 0

生 活 0 0 0

施 設 入 所 79 87 95

職 業 0 0 0

取 扱 件 数 計 5,315 5,569 5,391

資料　福祉保健局業務報告書

２３ ２４ ２５

乗車券 民営バス乗車券 472 630 481

そ の 他 0 0 0

生 活 0 0 0

無　料 都営無料乗車券 1,999 1,807 1,583

施 設       ― 25 0

医 療 保 健 0 0 0

補 装 具 1,010 1,257 1,588

職 業 2 0 0

身 体 障 害 者 手 帳 1,507 1,516 1,341

更 生 医 療 325 334 398

２３ ２４ ２５

資料　福祉保健局業務報告書

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。   説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。   説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。   説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。   説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  
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（３）精神保健福祉相談

単位：延人数

年　度

区　分

※平成１４年度事務移譲

（４）心身障害者相談員数

単位：人

年　度

区　分

知 的 障 害 者 相 談 員 9 9 9

２３ ２４ ２５

身 体 障 害 者 相 談 員 11 12 12

精 神 保 健 福 祉 相 談 349 400

計 33,866 35,429

２４

居 宅 生 活 支 援 事 業 2,286 2,840

周 辺 相 談 31,231 32,189

38,164

953

34,272

2,939

２５２３
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４．手当等の支給

心身障害者に対して、下記のような各種手当を支給している。以下のような各種手当を支給している。

（１）各種福祉手当（市が直接支払う）支給月額

単位：円

年　度

区　分

（２）各種福祉手当（市が直接支払う）延支給人員

単位：人

年　度

区　分

合 計 88,459 90,434 91,909

福祉手当 (経過的 ) 328 281 213

特 定 疾 病 患 者
福 祉 手 当

17,185 18,252 19,309

特 別 障 害 者 手 当 6,274 6,632 6,874

障 害 児 福 祉 手 当 2,738 2,673 2,890

２３ ２４ ２５

心身障害者福祉手当 61,934 62,596 62,623

福 祉 手 当 ( 経 過 的 ) 14,330 14,280 14,180

特 定 疾 病 患 者
福 祉 手 当

4,000 4,000 4,000

特 別 障 害 者 手 当 26,340 26,260 26,080

障 害 児 福 祉 手 当 14,330 14,280 14,180

２３ ２４ ２５

心 身 障 害 者 福 祉 手 当 15,500 15,500 15,500

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。   説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。   説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。   説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。   説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  
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（３）各種福祉手当（市が直接支払う）延支給額

単位：千円

年　度

区　分

（４）特別児童扶養手当月額及び対象児童数

年　度

区　分

（５）重度心身障害者手当月額及び受給者数

年　度

区　分

受給者数（人） 504 509 530

（人）

２３ ２４ ２５

月　　額（円） 60,000 60,000 60,000

202 255

計 546 588 673

33,570 33,330
（円）

対

象

児

童

数

１ 級 356 386 418

２ 級 190

２３ ２４ ２５

月

額

１ 級 50,550 50,400 50,050

２ 級 33,670

特 定 疾 病 患 者
福 祉 手 当

68,740 73,008 77,236

合 計 1,238,041 1,259,699 1,272,200

障 害 児 福 祉 手 当 39,259 38,193 41,174

福祉手当 (経過的 ) 4,704 4,016 3,036

心身障害者福祉手当 959,977 970,238 970,657

特 別 障 害 者 手 当 165,361 174,244 180,097

２３ ２４ ２５
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５．医療費等の助成

（１）心身障害者医療費助成受給者証交付状況

単位：人

 年　度

 区　分

（２）自立支援医療費（精神通院）受給者証交付状況     

※平成18年4月より障害者自立支援法に基づく自立支援医療として実施

　１年ごとに申請 ※内容変更、再交付は除く

 年　度

 区　分

（３）自立支援医療費（精神通院）助成制度認定状況（都制度）

※平成18年4月より自立支援医療の助成制度として実施

　１年ごとに申請

 年　度

 区　分
２３ ２４ ２５

認 定 件 数 361 391 436

交 付 件 数 7,172 7,178 7,170

合 計 4,850 4,893 4,875

２３ ２４ ２５

社 会 保 険 1,477 1,517 1,574

後 期 高 齢 581 531 515

２３ ２４ ２５

国民健康保険 2,792 2,845 2,786

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  
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（４）はり・きゅう・マッサージ施術費助成

 年　度

 区　分

支給対象者（人）

延使用枚数（枚）

金　額（千円）

※手数料は除く

（５）身体障害者更生医療費給付

年　度

区　分

実員数（件）

給付額（千円）

実員数（件）

給付額（千円）

実員数（件）

給付額（千円）

合
　
計

265 287 301

556,656 624,587 637,121

入
　
　
院

24 37 49

40,177 66,186 80,121

２３ ２４ ２５

通
　
　
院

241 250 252

516,479 558,401 557,000

3,870 3,964 3,993

3,870 3,964 3,993

２３ ２４ ２５

1,958 2,036 2,133
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６．補装具等の給付

（１）補装具の交付と修理状況 （２）補装具交付・修理費

単位：件 単位：千円

　年　度

区　分

839 638 合　計 131,228 119,790 142,948

1 その他 14,886 358 398

合　計 779 592 712 567

その他 42 21 4 1 7

― ― 排便補助具 　　　― 　　　― ―

― 頭部保持具 　　　― 　　　― ―

排便補助具　　　―　　　―　　　―　　　―

頭部保持具　　　―　　　―　　　―　　　― ―

― ― 頭部保護帽 　　　― 　　　― ―

― 人工喉頭 　　　― 　　　― ―

頭部保護帽　　　―　　　―　　　―　　　―

人工喉頭 　　　―　　　―　　　―　　　― ―

86 29 座位保持装置 583 18,570 21,101

― ストマ用装具 　　　― 　　　― ―

座位保持装置 18 13 66 29

ストマ用装具　　　―　　　―　　　―　　　― ―

5 1 歩行器 534 286 937

126 電動車いす 31,479 23,783 28,374

歩行器 8 1 3 1

電動車いす 30 127 23 125 22

6 ― 義眼 544 840 276

3 眼鏡 643 371 1,030

義眼 9　　　― 6　　　―

眼鏡 21 2 33 0 41

22 1 歩行補助杖 182 171 144

― 収尿器 　　　― 　　　― ―

歩行補助杖 25　　　― 23　　　―

収尿器 　　　―　　　―　　　―　　　― ―

― ― 点字器 　　　― 　　　― ―

0 盲人安全杖 140 183 165

点字器 　　　―　　　―　　　―　　　―

盲人安全杖 36　　　― 45 1 43

208 79 装具 22,931 19,621 20,181

30 義肢 14,110 10,327 19,447

装具 230 72 184 63

義肢 30 38 18 22 34

239 161 補聴器 15,201 14,603 16,456

207 車いす 29,995 30,677 34,439

補聴器 217 140 198 156

交付 修理

年 度 ２３

車いす 113 178 109 169 126

２４ ２５
２３ ２４ ２５

区 分 交付 修理 交付 修理

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度 １．各年度

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度 １．各年度

 説明文は、上記と同様の要領で作成してくだ

   市内におけ 説明文は、

 説明文は、上記と同様の要領で作成してくだ

   市内におけ 説明文は、

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度 １．各年度

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度 １．各年度

 説明文は、上記と同様の要領で作成してくだ

   市内におけ 説明文は、

 説明文は、上記と同様の要領で作成してくだ

   市内におけ 説明文は、

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度 １．各年度

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度 １．各年度

 説明文は、上記と同様の要領で作成してくだ

   市内におけ 説明文は、

 説明文は、上記と同様の要領で作成してくだ

   市内におけ 説明文は、

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度 １．各年度

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度 １．各年度

 説明文は、上記と同様の要領で作成してくだ

   市内におけ 説明文は、

 説明文は、上記と同様の要領で作成してくだ

   市内におけ 説明文は、
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（３）重度心身障害者日常生活用具給付 （４）難病患者等日常生活用具給付

年　度 年　度

区　分 区　分

（５）補装具等自己負担経費助成

 年　度
 区　分

件 　 数（件）

金　額（千円）

6 1 0

23 3 0

金 額 （千円） 121,708 120,965 128,495 　補装具の交付を受けた方に、その費用の自己負担
分の1/2を平成21年度まで助成していたが、補装具を
作成した事業者から市負担の1/2の請求漏れがあった
場合に、その請求による支払いを行う。

２３ ２４ ２５

その他 250 278 294

件 数 （ 件 ） 10,306 10,537 10,978

件 数 （ 件 ） 0 0

住宅設備改造（小規模） 18 24 21 金 額 （ 千 円 ） 0 0

点字図書 2 4 5

ストマ用装具 9,738 9,971 10,368

0

情報受信装置 4

電気式たん吸入器 58 45 41
動脈血中酸素飽和度測定器
（パルスオキシメーター）

0 0

ネブライザー（吸入器） 19 17 19 自動消火器 0

聴覚障害者用通信装置 26 21 13 特殊便器

0

0

0 0 訓練用ベット 0

0

0

視覚障害者用読書器 23

0 0

屋内信号装置 7 8 13 居宅生活動作補助用具

活字文書読上げ装置 5 0 2 移動用リフト 0

体重計 2 8 7 意思伝達装置

0

0

18 24 ネブライザー 0

0

0

特殊寝台 28

0 0

盲人用時計 12 16 9 電気式たん吸引器

ポータブルレコーダー 27 20 16 歩行支援用具 0

パーソナルコンピューター　　　　―　　　　― ― 入浴補助用具

0

0

22 26 車いす 0

0

0

歩行支援用具 26

0 0

特殊マット 15 19 23 体位変換器

特殊便器 6 7 8 特殊尿器 0

26 41 特殊寝台 0

0 0

0

0

入浴補助用具 40 31 46 特殊マット 0

２３ ２４ ２５ ２３ ２４

浴槽 0 2 2 便器
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７．ホームヘルパー等の派遣

（１）障害福祉サービス等（居宅介護関係）

 年　度
 区　分

（２）心身障害者緊急一時保護

年　度
区　分

（３）心身障害者（児）認定短期入所

年　度
区　分

　延利用日数（日） 1,398 1,541 1,538

　金　　額（千円） 12,046 13,279 13,272

7,419 7,398 7,441

 ※平成15年度から家庭保護については介護人の家庭にて保護する制度に変更。
　施設保護については島田療育センターのみ。

　保護者が出産や病気、冠婚葬祭などのため、一時的に障害者を介護できないとき、認定施設
に保護を委託している。緊急一時保護(家庭保護)との併用は不可。

２３ ２４ ２５

施設保護

　利用人員　（人） 30 27 36

　延利用日数 311 327 304

　金　　額（千円）

家庭保護
　利用回数　（回） 3,133 3,320 2,997

　金　　額（千円） 17,062 18,014 16,476

　保護者が出産や病気、冠婚葬祭などのため、一時的に障害者を介護できないとき、介護人を
派遣したり、指定の施設（仁和会総合病院、島田療育センター、八王子美山学園、八王子福祉
園、多摩療護園等）に保護を委託している。東浅川保健福祉センター・南大沢保健福祉セン
ターで実施している緊急一時保護については「９．施設」の欄に掲載。

２３ ２４ ２５

同行援護

　実利用人数（人）

　利用時間（時間） ― 20,800 22,928

― 36,283 40,951　金　　額（千円）

67,331 68,245

　金　　額（千円） 160,403 138,104

― 166 161

938,833 1,028,807 1,050,658

移動支援

　実利用人数（人） 628 562 581

　利用時間（時間） 83,121

139,930

重度訪問介護

　実利用人数（人） 145 144 156

　利用時間（時間） 393,400 401,300 405,280

　金　　額（千円）

　利用時間（時間） 85,860 89,620 87,560

　金　　額（千円） 260,211 310,824 311,988

平成18年10月より障害者自立支援法（現在　障害者総合支援法）に基づく障害福祉
サービスとして実施。

サービス名称 ２３ ２４ ２５

居宅介護

　実利用人数（人） 479 489 499

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。     市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  
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（４）日中一時支援事業

（５）重度脳性麻痺者介護人派遣

 年　度
 区　分

（６）短期入所事業

年　度

区　分

（７）難病患者等ホームヘルプサービス

 年　度
 区　分

　利用時間（時間） 371 454

　金　　額（千円） 658 721

　難病患者等が居宅において日常生活を営むことができるように、難病患者等の家庭に対し
て、ホームヘルパーを派遣する。

２３ ２４

　利用実人数（人） 3 1

利用回数（回） 11,185 15,317 15,952

金額（千円） 159,842 205,611 227,125

　派遣金額（千円） 35,759 34,086 32,164

　保護者等の疾病･事故･冠婚葬祭により、一時的に家庭での介護が困難になった心身障害者
(児）を支援費制度登録施設で一時保護する。

２３ ２４ ２５

　20歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して屋外生活をすることが
困難な者に介護人の派遣をしている。

２３ ２４ ２５

　派遣回数　（回） 5,451 5,196 4,903

利用回数（回） 12,284 12,100 利用時間数（時間） 23,292

金　　額（千円） 30,213 29,635 金　　額（千円） 23,613

年　　度
２３ ２４

年　　度
２５

区　　分 区　　分
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（８）手話通訳協力者等派遣

ア．登録協力者

 年　度
 区　分

手話 手話 手話

要約 要約 要約

※複数対応あり

イ．派遣回数・活動費

 年　度
 区　分

手話 手話 手話
要約 要約 要約
手話 手話 手話
要約 要約 要約
手話 手話 手話
要約 要約 要約
手話 手話 手話
要約 要約 要約
手話 手話 手話
要約 要約 要約

手話 手話 手話

要約 要約 要約

（９）手話通訳者等派遣

○派遣件数（東京手話通訳等派遣センター分）・活動費

 年　度
 区　分

手話 手話 手話
要約 要約 要約
手話 手話 手話
要約 要約 要約
手話 手話 手話
要約 要約 要約
手話 手話 手話
要約 要約 要約
手話 手話 手話
要約 要約 要約
手話 手話 手話
要約 要約 要約
手話 手話 手話
要約 要約 要約
手話 手話 手話
要約 要約 要約

手話 手話 手話

要約 要約 要約

活動費（千円） 2,085 2,315 2,696

合 計
278 256 305

26 52 63

人 間 関 係
14 14 15

0 4 0

文 化 と 教 養 23 21 62
0 4 8

子 供 の 教 育
27 15 32

0 12 0

豊 か な 住 宅
15 24 25
0 0 0

働 く 権 利
16 16 31

5 0 0

福 祉 に 関 す る
18 13 9
21 31 54

人 権 の 保 持 11 13 7
0 1 0

生 命 と 健 康
154 140 124
0 0 1

活動費（千円） 5,351 4,990 5,166

　身体障害者手帳を持っている聴覚障害者等（音声または言語機能障害者含む）に、社会生活
上必要と思われる時に手話通訳者、要約筆記者を派遣している。

２３ ２４ ２５

合 計
1,576 1,441 1,498

156 155 177

その他・各種相談
440 475 486
86 97 154

契 約 関 係
35 30 18
0 0 0

会 社 ・ 仕 事 関 係
11 7 19
0 0 0

22

病 院 ・ 医 療 関 係
982 780 853
3 0 1

14

２３ ２４ ２５

学 校 ・ 教 育 関 係
108 149 122
67 58

　身体障害者手帳を持っている聴覚障害者等（音声または言語機能障害者含む）に、社会生活
上必要と思われる時に手話通訳協力者、要約筆記協力者を派遣している。

２３ ２４ ２５

登録者数 （人）
32 36 37

11 13
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８．日常生活の援助

（１）住宅設備改善費給付

※平成18年10月以降の小規模改修は日常生活用具に計上
（予算科目は住宅設備改善費で支出。補助申請上は日常生活用具にて申請。）

（２）グループホーム

年　度 年度

区　分 区分

※身体障害者グループホームは知的障害者グループホームに併せて計上

（３）身体障害者福祉電話基本料助成

 年　度

 区　分

件 数 （ 件 ） 3 3 3

（基本料等）
助成額（千円）

70 68 66

14,638 14,638

　身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を図るため設置されて
いる福祉電話の基本料を助成している。（昭和55年度までに助成の決定を受けた者）

２３ ２４ ２５

金額（千円） 169,626 206,811 金額
（千円）

265,190

身 体 障 害 者
グループホーム

延 人 員 ( 人 ） 48 48

金額（千円）

686,851 金額
（千円）

746,197

精 神 障 害 者
グループホーム

延 人 員 ( 人 ） 962 961
共同生活
援助

延人員
(人）

1,165

２５

知 的 障 害 者
グループホーム

延 人 員 ( 人 ） 2,731 2,834
共同生活
介護

延人員
(人）

3,005

金額（千円） 603,524

金額(千円） 19,190 15,782 16,997

２３ ２４

屋内移動設備 16 9 13

件数　(件） 33 28 29

年度
２３ ２４ ２５

区分

中規模改修 17 19 16
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（４）心身障害者自動車運転教習費用助成

 年　度

 区　分

（５）身体障害者用自動車改造費助成

 年　度

 区　分

（６）タクシー・ガソリン費助成

 年　度
 区　分

※手数料は除く

（７）身体障害者用リフト付乗用自動車運行

ア．運行委託料

 年　度

 区　分

委託料（千円） 32,881 35,217 34,610

　車いすを使用している障害者の社会参加を促進するため、委託によりリフト付自動車
を運行している。運行の範囲はおおむね３時間以内で、年末年始の休日を除き毎日実施
している。

２３ ２４ ２５

台　数　（台） 5 5 5

金　　額 タクシー 80,562 80,726 82,068

（千円） ガソリン 124,193 128,054 129,177

延使用 タクシー 134,270 134,542 136,780

枚数（枚） ガソリン 206,987 213,423 215,294

２３ ２４ ２５

支給対象者 タクシー
7,572 7,882 7,957

（人） ガソリン

件 数 （ 件 ） 6 9 13

助成額（千円） 466 1,083 1,639

助成額（千円） 474 618 1,075

　18歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学のため、自らが
所有し運転する自動車のアクセルやブレーキ及びハンドル等を改造する必要のある者に
改造費の一部を助成している。

２３ ２４ ２５

　道路交通法施行規則に規定する適性試験に合格した身体障害者（１～３級、内部障害
者は４級以上、下肢または体幹機能障害は５級以上の者のうち歩行が困難な者及び愛の
手帳４度以上の者）に教習費用の一部を助成している。

２３ ２４ ２５

件 数 （ 件 ） 3 4 7
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イ．運行状況

年　度
区　分

（８）重度障害者巡回入浴車派遣

 年　度

 区　分

（９）心身障害者運賃割引証等の発行 単位：件

 年　度
 区　分

民営

バス

※有料道路については平成15年12月から割引証明をうけた手帳提示による割引に変更

有料道路（冊数） 3,047 2,950 3,022

合 計 5,654 5,447 5,701

定 期 券 用 0 0 0

都 営 交 通 無 料 乗 車 券 1,999 1,867 2,129

２３ ２４ ２５

普通乗車券用 608 630 550

回 数 1,704 1,828 1,759

委託料（千円） 7,282 8,197 6,910

6,999 7,729 8,086

　在宅の重度障害者に対し、居宅において定期的に入浴の機会を提供することにより、
当該利用者の身体の清潔と健康の維持を図る。

２３ ２４ ２５

合計

人員 5,058 5,136 5,926

介護者 1,941 2,593 2,160

計

南大沢保健福祉セン
タ ー へ の 送 迎

人員 130 95 307

そ の 他 人員 344 417 387

通 学 人員 4 10 21

東浅川保健福祉セン
タ ー へ の 送 迎

人員 992 610 1,438

施 設 外 泊 送 迎 人員 55 1,330 1,029

レクリエーション 人員 125 138 155

リハビリテーション 人員 856 859 1,088

訓 練 施 設 通 所 人員 1,049 93 104

通 院 人員 1,503 1,584 1,397

２３ ２４ ２５
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（１０）精神障害者都営交通乗車証の発行

単位：件

 年　度

 区　分

（１１）盲導犬給付

 年　度
 区　分

（１２）心身障害者生活支援事業

件 数 （ 件 ） 0 0 0

合 計 165 186 172

２３ ２４ ２５

継 続 12 33 29

再 交 付 等 4 6 4

２３ ２４ ２５

新 規 149 147 139

単位：件

年度
　区　分

※表中①ぴあ・らいふ、②サポート南多摩、③待夢 ④八王子地域生活支援室高尾

①1641
②1431
③4350
④3124

合 計 8,333

① 2132
② 1302
③ 4070
④　829

9,747

①　1899
②　1352
③　3692
④　2634

10,546

①328
②5
③94
④1

専門機関の
紹介等

13

①　  0
②  　0
③  　0
④　 13

79

①　0
②　0
③　22
④　57

37

①0
②0
③20
④17

ピア
カウンセリング

909

①　553
②　 19
③　335
④　  2

847

①　355
②　42
③　373
④　0

428

①　709
②　396
③　1322
④　1549

4,396

①663
②338
③1495
④1900

社会生活力を高め
るための支援

4,240

①　758
②　693
③ 2636
④　153

3,653

①　710
②　570
③　1839
④　564

4,116

①564
②406
③2438
④708

①86
②682
③278
④498

社会資源を活用す
るための支援

1,926

①　698
②　314
③　772
④　142

4,023

ホームヘルパー・
デイサービス・

ショートステイ等
の利用援助

1,245

①　123
②　276
③　327
④　519

1,145

①　125
②　344
③　136
④　482

1,544

２３ ２４ ２５
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（１３）精神障害者地域活動支援事業 （１４）地域活動支援センター事業
※平成18年10月より障害者自立支援法に基づき実施

ア．相談支援事業 年　度
単位：件 区　分

年　度

区　分

（１５）障害者就労生活支援事業

イ.地域活動支援センター機能強化事業

単位：延人数 年　度

年　度 区　分

　区　分

合　　　　計 4,892 5,184 4,195

24

⑦その他地域の
実情に応じた創
意工夫に基づく
事業

合 計 3,563 4,662 7,037

177 148

⑥家族支援

豊 か な 社 会 生 活 を
築 く た め の 支 援

18 15 25

将 来 設 計 や 本 人
の 自 己 決 定 支 援

1 1

0 0 0

⑤障害に対する
理解促進を図る
ための普及啓発

日 常 生 活 の 支 援 278 365 424

安 心 し て 職 業 生 活 を 続
け ら れ る た め の 支 援

120

1,324 1,751 3,478

④地域ボラン
ティア育成及び
導入

離 職 等 の 調 整 及
び 離 職 後 の 支 援

23 50 88

生
活
支
援

生 活 相 談

職 場 開 拓 9 5 10

③地域住民との
交流の促進

職 場 実 習 支 援 819 1,002 1,196

職 場 定 着 支 援

1,036 1,211

就 職 準 備 支 援 205 260 433

1,751 3,478

離 職 等 の 調 整 及
び 離 職 後 の 支 援

23 50 88

①セルフヘルプ
活動への支援

383 493 469

職 場 定 着 支 援 1,324

②医療･福祉及び
関係機関との連
絡調整及びネッ
トワークづくり 就

労
支
援

職 業 相 談 766

5 10

職 場 実 習 支 援 819 1,002 1,196

創作的活動、生
産活動の機会提
供

373 544 561
職 場 開 拓 9

1,211

交流コーナー運
営

4,136 4,147 3,165 就 職 準 備 支 援 205 260 433

２３ ２４ ２５

２３ ２４ ２５

就
労
支
援

職 業 相 談 766 1,036

合 計 9,124 9,098 9,209

専 門 機 関 相 談 等 0 0 0

権 利 擁 護 等 0 0 0 実 利 用 人 数 54

生 活 力 向 上 支 援 5,583 5,330 5,140 利 用 件 数 1,509

33

資 源 活 用 の 支 援 3,071 3,274 3,364 わ
く
わ
く

開 所 日 数 195

利 用 件 数 3,008

サービス利用援助 470 494 705 実 利 用 人 数

２５

２３ ２４ ２５
パ
オ

開 所 日 数 268
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９．施　　設

（１）心身障害者福祉センター

ア．利用状況 単位：人

 年　度
 区　分

イ．業務実施状況 単位：人

 年　度
 区　分

ウ．各種講習会開催状況

年　度

区　分

開催日数　（回） 458 445 419

講 習 会 開催日数　（回） 192 192 190

合 計
延参加人員（人） 8,025 8,020 8,097

講 習 会 開催日数　（回） 60 60 60

手 話 延参加人員（人） 3,580 3,214 3,380

行 事 等 開催日数　（回） 206 193 169

点 字 延参加人員（人） 676 922 899

２３ ２４ ２５

講 座 ・ 延参加人員（人） 3,769 3,884 3,818

見 学 者 3 35 7

合 計 27,304 28,307 28,173

会 議 室 の 利 用 12,762 12,862 13,441

図 書 の 貸 出 240 300 283

行 事 481 527 512

リ ー デ ィ ン グ サ ー ビ ス 2,069 2,169 1,977

作 業 訓 練 2,207 2,452 2,362

講 座 ・ 講 習 会 7,544 8,020 7,585

障 害 別 相 談 0 0 0

聴覚障害者のつどい 268 248 307

言 語 指 導 351 288 274

失語症言語リハビリ 734 775 747

２３ ２４ ２５

機 能 回 復 訓 練 645 631 678

　障害者の自立と活動の場として、障害者の社会への対応を図るため、各種の業務を実施し
ている。（委託事業）

２３ ２４ ２５

利 用 者 数 27,304 28,307 27,863
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（２）障害者療育センター・小児障害メディカルセンター　

（重症心身障害者通所事業）

　

○利用状況 単位：人

年　度

　　 区　分

（実人数）

（延人数）

（実人数）

（延人数）

（実人数）

（延人数）

（３）小児障害メディカルセンター　（発達障害児支援）

○利用状況 単位：人

 年　度

 区　分

（実人数）

（延人数）
利用者数

89 105 80

525 607 568

2,826 3411 3411

２３ ２４ ２５

　発達に偏りや遅れのあるお子さんの成長を支援するための早期発見・早期対応につなげる相談
や療育支援を実施している。

利　用　者　数

16 17

1,720 2,302 2,402

21 2218

障害者療育センター
5 5 5

1,106 1,109 1,009

小児障害
メディカルセンター

13

　重度の知的障害と重度の肢体不自由の両方に障害があり、一定の医療的ケアを必要とする在宅
の重症心身障害者を対象に療育事業を実施している。

２３ ２４ ２５
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（４）東浅川保健福祉センター

年度

区分

※その他の教室は第４章の４．（２）を参照。
※リトミックは１回枠で２教室実施している。

イ．手話講習会

年　度
区　分

ウ．緊急一時保護

年　度
区　分

※平成14年度からは小学生程度の障害児のみ対応。
エ．対面朗読サービス

年　度
区　分

オ．朗読テープの貸出し

年　度
区　分

カ．点字システムの利用

年　度
区　分

キ．送迎リフトバスの運行

年　度
区　分

ク．その他の事業等

①　介護予防
②　憩いの場
③　図書の貸出
④　施設の利用
⑤　送迎マイクロバスの運行
　※上記①～⑤は第４章４．（２）を参照。

延 利 用 者 （ 人 ） 992 820 710

延 利 用 者 （ 人 ） 82 55 72

２３ ２４ ２５

延 利 用 者 （ 人 ） 0 0 0

２３ ２４ ２５

延 利 用 者 （ 人 ） 71 96 90

２３ ２４ ２５

延 人 数 計 0 0 0

２３ ２４ ２５

0 0 0
そ の 他 0 0 0

保
護
事
由

入 院 通 院 0 0 0
冠 婚 葬 祭 0 0 0
学 校 行 事

延 参 加 人 数 2,783 2,805 2,774

　心身障害者（児）の保護者が、疾病や冠婚葬祭などの理由により、一時的に家庭におけ
る介護が不可能となった場合に保護する。

２３ ２４ ２５

２３ ２４ ２５

実 施 回 数 102 102 102

164
合 計 72 2,555 86 3,812 85 3,569
障害者教室 22 253 22 261 21

353
トリム体操 33 2,028 34 3,098 34 3,052
リトミック 17 274 30 453 30

実施回数 延参加人数

料 理 　　― 　　― ― ― 　　― 　　―

　心身障害者の生きがいや自立を図るための訓練や趣味、スポーツ・レクリエーション教
室等の事業を実施している。

ア．障害者教室

２３ ２４ ２５

教 室 名 実施回数 延参加人数 実施回数 延参加人数

 心身障害者（児）の保護者が、疾病や冠婚葬祭などの理由により、

 心身障害者の生きがいや自立を図るための相談や趣味の教室・障害者（児）教室等の事 心身障害者（児）の保護者が、疾病や冠婚葬祭などの理由により、一時的に家庭におけ 視覚障害者用の録音テープを作成する音訳ボランティアの活動のために、録 ① 講習･講座等の開催 

 心身障害者（児）の保護者が、疾病や冠婚葬祭などの理由により、

 心身障害者の生きがいや自立を図るための相談や趣味の教室・障害者（児）教室等の事 心身障害者（児）の保護者が、疾病や冠婚葬祭などの理由により、一時的に家庭におけ 視覚障害者用の録音テープを作成する音訳ボランティアの活動のために、録 ① 講習･講座等の開催 

 心身障害者（児）の保護者が、疾病や冠婚葬祭などの理由により、

 心身障害者の生きがいや自立を図るための相談や趣味の教室・障害者（児）教室等の事 心身障害者（児）の保護者が、疾病や冠婚葬祭などの理由により、一時的に家庭におけ 視覚障害者用の録音テープを作成する音訳ボランティアの活動のために、録 ① 講習･講座等の開催 
 心身障害者の生きがいや自立を図るための相談や趣味の教室・障害者（児）教室等の事 心身障害者（児）の保護者が、疾病や冠婚葬祭などの理由により、一時的に家庭におけ 視覚障害者用の録音テープを作成する音訳ボランティアの活動のために、録 ① 講習･講座等の開催 
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（５）南大沢保健福祉センター

ア．障害者（児）教室

年度
区分

※ぶんぶん土曜開催日は、１回枠で２教室実施している。

　

ウ．緊急一時保護

区　分

エ．録音室の貸出

区　分
延 利 用 者 （ 人 ） 342 283 221

延 人 数 計 2 0 0

　視覚障害者用の録音テープを作成する音訳ボランティアの活動のために、
録音室の貸出を行う。

年 度
２３ ２４ ２５

冠 婚 葬 祭 2 ― ―
そ の 他 ― ― ―

　小学生程度までの障害児の保護者が、疾病や冠婚葬祭などの理由により、
一時的に家庭における介護が不可能となった場合に保護する。

年 度
２３ ２４ ２５

保
護
事
由

入 院 通 院 ― ― ―

―

合計 70 1,652 89 1,902 77 1,538

健康・福祉講座 2 56 3 106 ―

555

音訳講習会 ― ― 18 286 9 60

中級手話講習会 34 541 34 494 34

実施回数 延参加人数

初級手話講習会 34 1,055 34 1,016 34 923

イ．障害者向けボランティア養成講習会・講座等

　　　　　年度
　区分

２３ ２４ ２５

講座・講習名 実施回数 延参加人数 実施回数 延参加人数

243
合 計 67 809 91 1,195 87 1,209
ぶるーむ 34 288 34 240 34

186
リ ズ ム 10 164 10 139 9 98
図画工作 11 219 11 244 10

延参加人数

ぶんぶん 12 138 36 572 34 682

　心身障害者の生きがいや自立を図るための相談や趣味の教室、障害者（児）
教室、障害者向けボランティア養成講習会等の事業を実施している。

２３ ２４ ２５

教 室 名 実施回数 延参加人数 実施回数 延参加人数 実施回数
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オ．点字システムの利用

区　分

カ．送迎リフトバスの運行

区　分

キ．その他の事業等

①　保健福祉・栄養・歯科相談
②　生きがいづくりの教室
③　憩いの場
④　送迎マイクロバスの運行
⑤　団体利用
※上記①～⑤は第４章４．（３）を参照。

延 利 用 者 （ 人 ） 130 95 118

延 利 用 者 （ 人 ） 44 16 13

年 度
２３ ２４ ２５

年 度
２３ ２４ ２５
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10．その他

（１）ふれあい運動会開催

 年　度

 区　分

（２）プール開放

 年　度

 区　分

（３）心身障害者通所訓練等施設数

年　度
区　分

（４）障害者地域自立支援協議会

 年　度
 区　分

謝 礼 （ 千 円 ） 273 181 132

3 0

２３ ２４ ２５

会 議 （ 人 ） 71 38 27

15 14

小規模通所授産施設 1 0

精 神 障 害 者
共 同 作 業 所

共 同 作 業 所 4 2

小規模通所授産施設

２３ ２４

心 身 障 害 者
通 所 訓 練 等

訓 練 施 設 4 0

授 産 施 設 8 0

地 域 デ イ グ ル ー プ

付 添 人 人 員 49 51 66

合 計 141 146 192

２３ ２４ ２５

障 害 者 参 加 人 員 92 95 126

参加人員　（人） 1,639 1,687 320

補助金額（千円） 2,000 2,000 2,000

２３ ２４ ２５

参加団体（団体） 40 39 7

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、かつ、重 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 日常生活を営むのに

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

 道路交通法施行規則に規定する適性試験に合格した身体障害者（１～３級、内

   市内における障害者の数は、年ごとに増 説明文は、上記と同様の要領で作成してく 日常生活を営むのに支障のある重度の心身

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害 説明文は、上記と同

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 日常生活を営むのに

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

   市内における障害者の数は、年ごとに増 説明文は、上記と同様の要領で作成してく 日常生活を営むのに支障のある重度の心身

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、かつ、重 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 日常生活を営むのに

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

 道路交通法施行規則に規定する適性試験に合格した身体障害者（１～３級、内

   市内における障害者の数は、年ごとに増 説明文は、上記と同様の要領で作成してく 日常生活を営むのに支障のある重度の心身

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害 説明文は、上記と同

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 日常生活を営むのに

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

   市内における障害者の数は、年ごとに増 説明文は、上記と同様の要領で作成してく 日常生活を営むのに支障のある重度の心身

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、かつ、重 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 日常生活を営むのに

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

 道路交通法施行規則に規定する適性試験に合格した身体障害者（１～３級、内

   市内における障害者の数は、年ごとに増 説明文は、上記と同様の要領で作成してく 日常生活を営むのに支障のある重度の心身

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害 説明文は、上記と同

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 日常生活を営むのに

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

   市内における障害者の数は、年ごとに増 説明文は、上記と同様の要領で作成してく 日常生活を営むのに支障のある重度の心身

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、かつ、重 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 日常生活を営むのに

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

 道路交通法施行規則に規定する適性試験に合格した身体障害者（１～３級、内

   市内における障害者の数は、年ごとに増 説明文は、上記と同様の要領で作成してく 日常生活を営むのに支障のある重度の心身

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害 説明文は、上記と同

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 日常生活を営むのに

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

   市内における障害者の数は、年ごとに増 説明文は、上記と同様の要領で作成してく 日常生活を営むのに支障のある重度の心身

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢化が進み、かつ、重 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 日常生活を営むのに

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

 道路交通法施行規則に規定する適性試験に合格した身体障害者（１～３級、内

   市内における障害者の数は、年ごとに増 説明文は、上記と同様の要領で作成してく 日常生活を営むのに支障のある重度の心身

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害 説明文は、上記と同

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 日常生活を営むのに

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

   市内における障害者の数は、年ごとに増 説明文は、上記と同様の要領で作成してく 日常生活を営むのに支障のある重度の心身

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害 説明文は、上記と同

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 日常生活を営むのに

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

 道路交通法施行規則に規定する適性試験に合格した身体障害者（１～３級、内

   市内における障害者の数は、年ごとに増 説明文は、上記と同様の要領で作成してく 日常生活を営むのに支障のある重度の心身

   市内における障害 説明文は、上記と同

   市内における障害 説明文は、上記と同

 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

 日常生活を営むのに

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を

   市内における障害者の数は、年ごとに増 説明文は、上記と同様の要領で作成してく 日常生活を営むのに支障のある重度の心身

 身体障害者のコミュニケーション及び緊急連絡用の手段の確保を
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（５） 障害者団体への補助金（運営費等）の交付　　

※交通費補助を含む

単位：千円

 　　年　度  年　度

団体名 団体名

オ リ ー ブ
(11 年 ま で
｢ お も ち ゃ の 図 書 館 ｣ )

10,063 9,853

こ あ ら く ら ぶ 9,953 9,913

み ん な の ひ ろ ば 9,951 10,067

5,592

ハンドクラフト杢 20,253 ― ポ ケ ッ ト ク ラ ブ 10,076 5,038

八王子第四いちょう
福 祉 作 業 所

― ― サンフレンズ八王子 11,097

10,787

八王子第三いちょう
福 祉 作 業 所

― ― も み の 木 ― ―

八王子第二いちょう
福 祉 作 業 所 ― ―

ぱ す て る
(10 年 ま で 「こど
も ク ラ ブ パ ス テ ル 」 )

10,927

―

八 王 子 い ち ょ う
福 祉 作 業 所

― ― こ こ ろ み の 会 11,044 11,044

ク レ ヨ ン ハ ウ ス ― ― 梅 坪 事 業 所 ―

―

あ さ か わ ― ―
ぷ ら さ . ｄ ｅ ．
か た く り Ⅱ

― ―

うらら福祉作業所 12,979 ― 藍 作 業 所 ―

―

高 尾 青 年 の 家 ― ―
工 房 み ど り の 風
(11 年 ま で
｢ た ん ぽ ぽ く ら ぶ ｣ )

― ―

八 王 子 生 活 館 ― ― あ け ぼ の 作 業 所 ―

―

木 馬 工 房 30,116 ―
か た く り の 家
( ８ 年 ま で
｢ か た く り の 会 ｣ )

― ―

ま ゆ だ ま 作 業 所 ― ― に ん じ ん の 家 ―

―

うらら八日町工房 13,242 ―
八 王 子 第 六 い ち ょ う
福 祉 作 業 所 ― ―

ふ ー ぷ ― ― グ ル ー プ Ｇ ―

―

か ま ど っ ち ゃ ― ― 第 ２ ふ き の と う ― ―

か る が も く ら ぶ ― ― ク リ エ イ ト ―

―

麦 の 会 14,319 ― 第三高尾青年の家 ― ―

ゆいまーる生活館 20,071 ―

第二若駒長房の家 ― ― も ぐ ら は う す 17,202

―

ぎ ん な ん の 家 ― ― 結 の 会 12,472 ―

八 王 子 第 五 い ち ょ う
福 祉 作 業 所 ― ―

第 二 若 駒 の 家 9,915 ―
ぷ ら さ . ｄ ｅ ．
か た く り

24,915

　
心
身
障
害
者
（
児
）

通
所
訓
練
等
事
業
運
営
費
補
助

第 一 若 駒 の 家 8,500 ―

　
心
身
障
害
者
（
児
）

通
所
訓
練
等
事
業
運
営
費
補
助

第二高尾青年の家 ― ―

２３ ２４ ２３ ２４

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１ １．各年度４月１

※１．各年度 １．各年度

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して
 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学

   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの ２０歳以上の身体 民間の賃貸住宅に ２０歳以上の身体 車いすを使用して   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１ １．各年度４月１

※１．各年度 １．各年度

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して
 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学

   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの ２０歳以上の身体 民間の賃貸住宅に ２０歳以上の身体 車いすを使用して   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１ １．各年度４月１

※１．各年度 １．各年度

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して
 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学

   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの ２０歳以上の身体 民間の賃貸住宅に ２０歳以上の身体 車いすを使用して   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１ １．各年度４月１

※１．各年度 １．各年度

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して
 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学

   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの ２０歳以上の身体 民間の賃貸住宅に ２０歳以上の身体 車いすを使用して   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１ １．各年度４月１

※１．各年度 １．各年度

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して
 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学

   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの ２０歳以上の身体 民間の賃貸住宅に ２０歳以上の身体 車いすを使用して   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの

※１．各年度４月１ １．各年度４月１

※１．各年度 １．各年度

   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの ２０歳以上の身体 民間の賃貸住宅に ２０歳以上の身体 車いすを使用して   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの

※１．各年度 １．各年度※１．各年度 １．各年度※１．各年度 １．各年度※１．各年度 １．各年度※１．各年度 １．各年度※１．各年度 １．各年度

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１ １．各年度４月１

※１．各年度 １．各年度

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して
 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学

   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの ２０歳以上の身体 民間の賃貸住宅に ２０歳以上の身体 車いすを使用して   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１ １．各年度４月１

※１．各年度 １．各年度

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して
 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学

   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの ２０歳以上の身体 民間の賃貸住宅に ２０歳以上の身体 車いすを使用して   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１ １．各年度４月１

※１．各年度 １．各年度

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して
 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学

   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの ２０歳以上の身体 民間の賃貸住宅に ２０歳以上の身体 車いすを使用して   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１ １．各年度４月１

※１．各年度 １．各年度

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して
 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学

   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの ２０歳以上の身体 民間の賃貸住宅に ２０歳以上の身体 車いすを使用して   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１ １．各年度４月１

※１．各年度 １．各年度

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して
 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学

   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの ２０歳以上の身体 民間の賃貸住宅に ２０歳以上の身体 車いすを使用して   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの

※１．各年度４月１ １．各年度４月１

※１．各年度 １．各年度

   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの ２０歳以上の身体 民間の賃貸住宅に ２０歳以上の身体 車いすを使用して   市内における障害 説明文は、上記と 日常生活を営むの

※１．各年度 １．各年度※１．各年度 １．各年度※１．各年度 １．各年度※１．各年度 １．各年度※１．各年度 １．各年度※１．各年度 １．各年度
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 年　度

団体名

オープンスペース
本 郷 町

― ―

ア イ ワ ー ク ス 19,120 ―

プ レ ワ ー ク 19,938 ―

パ オ ツ ー ・ 夢 来 ― ―

パ オ 23,486 23,542

ほ っ と ス ペ ー ス
八 王 子

22,678 15,268

ビーイングスペース
萌

― ―

就労情報センター
ジ ネ ス

― ―

20,630 ―

リサイクルわかくさ 12,723 ―

ぽ ん ぽ こ ク ラ ブ 11,180 ―

精
神
障
害
者
共
同
作
業
所
通
所
訓
練
事
業
・
小
規
模
通
所
授
産
施
設
運
営
費
補
助

ピ ア わ か く さ
(13 年 ま で
｢ わ か く さ の 家 ｣ )

25,200 ―

富　士　森　の　家
(13年まで｢わかくさ富士

森の家｣)

の び っ こ く ら ぶ ― ―

れ も ん の 会
(10 年 ま で
｢ れ も ん ク ラ ブ ｣ )

― ―

188,185 37,552

ふ き の と う 11,587 ―

セ ン ト ス ク エ ア 8,440 8,400 合   計 528,724

2,500 2,500

晴 れ る 屋 20,204 ―
特定非営利活動法人
コ ス モ

2,500 2,500 2,500

みんなのひろばⅡ 9,229 9,229
八 王 子
バリアフリーの会

2,500

29,332

ぴ ゅ あ さ ぽ ー と
せ ん た ー

― ―
地
域
福
祉
推
進
事
業

ヒューマンケア協会 2,500 2,500 2,500

144 144

バ ッ タ の 会 ― ―

知
的
障
害

児
療
育
支

援
事
業

武 蔵 野 会
（ す ぎ な 愛 育 園 )

23,332 29,332

わ く わ く 9,987 9,987 八王子障害者協議会 144

144 144

り ょ う な ん 9,219 6,915
八 王 子 市 手 を
つ な ぐ 親 の 会

144 144 144

プ レ イ ラ セ リ 4,542 4,542
八 王 子 市 聴 覚
障 害 者 協 会

144

144 144

青 空 ク ラ ブ 6,081 6,081
八 王 子 視 覚
障 害 者 福 祉 協 会

144 144 144

２５

　団体名

心
身
障
害
者
（

児
）

通
所
訓
練
等
事
業
・
小
規
模
通
所
授
産
施
設
事
業
運
営
費
補
助

喫 茶 コ ー ナ ー
ほ ほ え み

5,833 4,375

　
障
害
者
団
体
補
助

八 王 子 市 身 体
障 害 者 福 祉 協 会

144

２３ ２４

年　度　　

２３ ２４
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（６）日中活動系施設等運営安定化事業

（家賃助成）（平成21年事業開始）

単位：千円

 年　度  年　度

団体名 団体名

ほ ほ え み
（ す ま い る 工 房 ）

- 720 2,880

グ ル ー プ さ ん ぽ - 2,552 2,967

ぽ ん ぽ こ ク ラ ブ - 2,822 2,304

木 馬 工 房 - 4,128 3,600

ピ ア わ か く さ - 3,168 3,060

ゆ い ま ー る 生 活 館 - 2,976 2,400

ぷ ら さ ・ ｄ ｅ ・
か た く り

- 1,022 1,023

晴 れ る 屋 - 2,160 1,890

麦 - 2,294 1,974

か た つ む り 食 堂 384 2,304 1,980

ア イ ワ ー ク ス 262 1,573 1,523

プ レ ワ ー ク 420 2,520 2,115

も ぐ ら は う す 1,472 3,533 2,748

リサイクルわかくさ 1,584 3,168 2,420

ら い ふ 結 1,296 2,823 2,304

109,455 131,812

う ら ら 八 日 町 工 房 1,398 2,741 1,758

オ ー プ ン ス ペ ー ス
本 郷 町

3,432 4,752 3,600 合   計 75,661

- - 1,920

- 900

児 童 デ イ サ ー ビ ス
お ひ さ ま

1,728 1,728 1,620 森 の ぱ ん や さ ん

ワ ー ク ポ ー ト 2,117 2,117 1,863 きずな工房からまつ -

- - 1,200

- 1,170

八 王 子 生 活 館 3,524 3,524 2,743
す ぎ な 愛 育 園
あ み ぃ

か ま ど っ ち ゃ 2,170 2,170 1,896
八 王 子障 害者 就労 支援 セン タ ー

と こ と こ
-

- - 630

- 480

工 房 み ど り の 風 3,840 3,840 2,940 ア プ ロ ー ズ

グ ル ー プ Ｇ 2,496 3,197 2,538 夢 畑 -

- - 1,080

- 1,200

ク レ ヨ ン ハ ウ ス 2,707 2,707 2,232 ハ ッ ピ ー フ ル ー ツ

ぴ ゅ あ
さ ぽ ー と せ ん た ー

3,024 3,024 2,430
パ ン 工 房
「 う さ ぎ と か め 」

-

- - 2,016

- 540

ビーイングスペース萌 3,168 3,168 2,520 Ｅ Ｓ Ｐ Ｒ Ｉ Ｔ

いちょう工房すまいる 1,915 0 0 Ｓ ｏ ｒ ａ -

- - 2,400

- 1,330

い ち ょ う 工 房 虹 2,784 2,784 2,100 ほっとスペース八王子

第 三 高 尾 青 年 の 家 3,972 3,972 3,527 わ く わ く
（放課後等デイ分）

-

- - 1,152

- 1,920

高 尾 青 年 の 家 2,592 2,592 2,160 み ん な の ひ ろ ば Ⅱ

夢 来 1,824 1,824 1,680 み ん な の ひ ろ ば -

- - 2,139

- 824

就 労 情 報 セ ン タ ー
ジ ネ ス

3,168 3,168 2,700 グ ル ー プ さ ん ぽ
（ポケットクラブ）

2,640

由 木 工 房 2,477 2,477 2,118 プ レ イ ラ セ リ -

藍 作 業 所 3,840 3,840 2,940 ぱ す て る - -

梅 坪 事 業 所 4,128 4,128 3,600 セ ン ト ス ク エ ア - - 3,060

あ け ぼ の 事 業 所 4,128 4,128 3,600 こ こ ろ み の 会 - - 2,967

い ち ょ う 工 房 ゆ ぎ 3,168 3,168 2,520 こ あ ら く ら ぶ -

- 2,016

- 1,920

い ち ょ う 工 房 そ ら 3,168 3,168 2,520
オ リ ー ブ
芸 術 療 法 研 究 所

-

第 二 高 尾 青 年 の 家 - - 2,295

青 空 ク ラ ブ - - 2,112

作
業
所
等
新
体
系
移
行
サ
ポ
ー

ト
（

家
賃
助
成
）

に ん じ ん の 家 1,056 1,056 1,056

作
業
所
等
新
体
系
移
行
サ
ポ
ー

ト
（

家
賃
助
成
）

い ち ょ う 工 房
ぎ ん な ん の 家

2,419 2,419 2,052

２３ ２４ ２５ ２３ ２４ ２５

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１日現 １．各年度４月１日現

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して屋外生 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して屋外生

 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学のため、

   市内における障害者の 説明文は、上記と同様 日常生活を営むのに支 ２０歳以上の身体障害 民間の賃貸住宅に居住 ２０歳以上の身体障害 車いすを使用している   市内における障害者の 説明文は、上記と同様 日常生活を営むのに支

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１日現 １．各年度４月１日現

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して屋外生 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して屋外生

 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学のため、

   市内における障害者の 説明文は、上記と同様 日常生活を営むのに支 ２０歳以上の身体障害 民間の賃貸住宅に居住 ２０歳以上の身体障害 車いすを使用している   市内における障害者の 説明文は、上記と同様 日常生活を営むのに支

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１日現 １．各年度４月１日現

※１．各年度 １．各年度

 ２０歳以上の身体障害者手帳１級を持っている脳性麻痺者で、独立して屋外生

   市内における障害者の 説明文は、上記と同様 日常生活を営むのに支 ２０歳以上の身体障害 民間の賃貸住宅に居住 ２０歳以上の身体障害 車いすを使用している   市内における障害者の 説明文は、上記と同様 日常生活を営むのに支

※１．各年度 １．各年度

   市内における障害者の数は、年ごとに増加する傾向にあり、また、障害者の高齢 説明文は、上記と同様の要領で作成してください。  

※１．各年度４月１日 １．各年度４月１日

※１．各年度 １．各年度

 １８歳以上の上下肢または体幹機能障害１、２級の者で通勤または通学のため、

   市内における障害者 説明文は、上記と同 日常生活を営むのに ２０歳以上の身体障 民間の賃貸住宅に居 ２０歳以上の身体障 車いすを使用してい   市内における障害者 説明文は、上記と同 日常生活を営むのに

※１．各年度 １．各年度

※１．各年度４月１日現 １．各年度４月１日現

※１．各年度 １．各年度

   市内における障害者の 説明文は、上記と同様 日常生活を営むのに支 ２０歳以上の身体障害 民間の賃貸住宅に居住 ２０歳以上の身体障害 車いすを使用している   市内における障害者の 説明文は、上記と同様 日常生活を営むのに支

※１．各年度 １．各年度
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（７）日中活動系サービス推進事業（運営費助成）　（平成23年事業開始）

単位：千円

 年　度  年　度

団体名 団体名

合   計 260,412 371,360 423,653

ト ラ イ ― ― 1,700

レ ッ ツ ― ― 136

きずな工房からまつ ― ― 969

滝 山 事 業 所 ― ― 1,530

まんじゅう屋 遊夢 ― ― 3,706

ホットスペース八王子 ― ― 4,806

― 21,207

う ら ら 八 日 町 工 房 2,023 4,080 4,046 夢　　　　　像 ― ― 12,927

ふ き の と う 2,128 3,383 4,484 夢　　　　　畑 ―

1,353 5,644う ら ら 長 沼 2,040 4,806 5,406 ほ ほ え み ―

1,530 3,060
オ ー プ ン ス ペ ー ス
本 郷 町

6,200 12,581 12,056 グ ル ー プ さ ん ぽ ―

2,529 2,934

パ ン 工 房
「 う さ ぎ と か め 」

3,213 3,196 3,011 川 口 ハ イ ツ ― 3,910 4,080

ワ ー ク ポ ー ト 6,120 6,120 8,585 浅 川 園 ―

3,315 2,074レストランあさかわ 3,247 4,067 3,519 森 の ぱ ん や さ ん ―

4,605 4,080八 王 子 生 活 館 5,659 5,403 5,643 ピ ア わ か く さ ―

3,349 3,612ま ゆ だ ま 4,012 4,080 5,405 ゆ い ま ー る 生 活 館 ―

5,096 4,626か ま ど っ ち ゃ 2,856 4,076 4,870 ぷらさ．de．かたくり ―

5,967 7,807工 房 み ど り の 風 5,535 5,960 9,566 木 馬 工 房 ―

2,856 3,162グ ル ー プ Ｇ 5,096 7,851 7,407 晴 れ る 屋 ―

1,224 1,581ク レ ヨ ン ハ ウ ス 3,468 4,216 3,264 麦 （ ば く ） ―

37,165 6,120
ぴ ゅ あ さ ぽ ー と
せ ん た ー

5,677 5,967 6,407 夢 来 36,567

5,371 4,956Ｅ Ｓ Ｐ Ｒ Ｉ Ｔ 4,772 6,669 6,924 梅 坪 事 業 所 9,466

3,910 3,570Ｓ ｏ ｒ ａ 2,295 4,789 3,529 か た つ む り 食 堂 680

7,372 6,826ビーイングスペース萌 4,080 6,480 6,246 ア イ ワ ー ク ス 680

6,066 5,520高 尾 青 年 の 家 5,984 6,290 7,466 プ レ ワ ー ク 680

4,063 6,071第 三 高 尾 青 年 の 家 3,995 4,454 5,630 いちょう工房みらい 4,080

10,574 15,467
八王子障害者就労支援
セ ン タ ー と こ と こ

7,481 7,407 7,407 いちょう工房東浅川 2,006

3,298 4,223藍 作 業 所 5,848 6,732 7,702 いちょう工房 そら 7,361

5,677 7,685由 木 工 房 5,470 9,105 10,921 いちょう工房 ゆぎ 5,386

3,468 5,260ひ の き 工 房 9,367 12,609 12,808
い ち ょ う 工 房
ぎ ん な ん の 家

3,995

5,933 7,788

ジ ネ ス 5,961 6,622 7,072 いちょう工房すまいる 2,142 ―

あ け ぼ の 事 業 所 ― 4,080 3,773 い ち ょ う 工 房 虹 5,626

6,045 4,080

ふ ー ぷ 7,432 7,117 7,117 も ぐ ら は う す 2,135 7,807 7,407

ら い ふ 結 1,955 4,914 4,806

に ん じ ん の 家 3,723 6,254 6,995 リサイクルわかくさ 2,040

3,332 7,350

八 王 子 生 活 実 習 所 13,484 13,487 13,487 ハ ッ ピ ー フ ル ー ツ 1,496 5,967 7,990

第 二 若 駒 の 家 1,292 2,652 3,054

八 王 子 福 祉 作 業 所 18,826 19,032 19,015 第 一 若 駒 の 家 1,360

　
日
中
活
動
系
サ
ー

ビ
ス
推
進
事
業
（
運
営
費
助
成
）

希 望 の 里 8,064 8,286 8,456

　
日
中
活
動
系
サ
ー

ビ
ス
推
進
事
業
（
運
営
費
助
成
）

か た く り の 家 7,409 6,813 7,622

２３ ２４ ２５ ２３ ２４ ２５
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